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三
分
鍛
表
に
於
い
て
注
呂
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
庚
墨
の
專
門
家

は
三
三
筆
者
の
約
四
分
の
一
を
占
む
る
に
過
ぎ
す
、
他
は
悉
く
文

躍
、
美
術
、
哲
學
、
法
學
等
の
茅
門
家
で
あ
る
こ
と
で
、
殊
に
宗

教
及
び
敏
會
の
問
題
が
一
も
罵
れ
ら
れ
て
る
な
い
こ
と
は
，
從
來

の
中
世
研
究
と
鋤
比
し
て
最
も
奇
異
の
感
を
起
さ
し
め
る
。
恐
ら

く
本
書
の
編
述
方
針
は
全
艘
的
に
、
中
世
丈
化
の
俗
的
方
面
に
向

け
ら
れ
て
居
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
本
書
の
中
に
於
い
て
ヒ

ル
シ
ュ
敏
授
も
述
べ
て
居
る
如
く
、
中
盤
研
究
は
，
永
き
停
滞
期

の
後
再
び
現
代
入
の
活
重
な
る
關
心
の
下
に
立
ち
つ
≒
あ
る
。
そ

は
、
古
代
史
研
究
に
於
け
る
如
き
、
史
料
方
面
よ
り
の
新
刺
戟
に

負
ふ
も
の
で
は
な
く
し
て
、
新
し
い
世
界
槻
の
動
き
に
由
回
す
る

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

も
の
で
あ
ら
う
。
中
世
に
封
ず
る
重
な
る
理
解
が
求
め
ら
れ
つ
・

あ
る
、
而
も
大
家
の
年
代
で
な
い
介
臼
、
∴
人
の
手
に
よ
っ
て
完

全
な
る
、
眞
に
満
足
す
べ
き
中
世
史
の
書
か
れ
る
こ
ど
は
、
何
暁

の
こ
と
で
あ
る
か
吾
人
は
是
を
期
待
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
本
書
の
如
き
、
種
々
の
專
岩
鼻
者
の
協
力
的
幽
版
が
、
中
世
の

種
々
な
る
断
面
を
理
解
せ
し
む
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て
時
宜
に

適
し
た
興
味
あ
る
試
み
と
し
て
漱
迎
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
鈴
木
〕

　
　
　
醗
朝
鮮
三
更
　

小
田
省
吾
著

　
本
書
は
朝
鮮
に
謹
っ
て
多
年
丈
教
の
中
尉
に
参
與
せ
ら
れ
、
今

は
京
城
大
學
に
於
て
覇
鮮
史
講
座
の
一
を
櫃
任
さ
れ
る
著
者
が
、

一
般
世
人
に
朝
鮮
史
の
概
念
を
會
得
せ
し
め
ん
欝
に
概
説
さ
れ
九

も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
研
究
的
叙
蓮
で
は
な
く
て
專
ら
李
易
な
行

文
に
よ
り
何
人
に
も
分
り
易
く
蓮
べ
る
事
を
主
眼
と
し
て
著
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
特
殊
な
部
門
に
乏
し
て
研
究
せ
ん
と
す
る
入

士
に
と
っ
て
は
緊
要
な
書
と
は
云
ひ
得
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
・
㌦

通
り
古
代
朝
鮮
よ
り
現
時
迄
に
至
る
傘
島
内
の
定
量
、
朝
鮮
の
地

理
的
情
勢
よ
り
有
つ
所
の
日
、
支
と
の
面
隠
に
封
ず
る
概
念
を
得

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
続
　
　
r
三
〇
一

（王43）



　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
謙

る
に
は
、
眞
に
便
利
な
書
物
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
本
書
の
叙
蓮

は
上
世
（
三
韓
三
國
よ
り
新
羅
の
嚢
亡
迄
）
、
中
世
（
高
麗
階
代
）
、

近
世
（
李
氏
朝
鮮
時
代
中
大
院
君
出
現
の
前
回
）
、
及
び
最
近
世
（
大

弓
君
以
後
現
今
に
至
る
迄
）
の
四
時
代
に
大
別
し
、
二
十
章
に
小

分
し
て
各
時
代
署
し
い
事
件
を
中
心
に
藤
野
さ
れ
て
居
り
、
殊
に

近
世
及
び
最
近
世
帥
ち
李
氏
朝
鮮
時
代
の
爲
に
全
紙
数
の
牟
が
割

か
れ
て
居
る
所
は
著
者
の
意
が
那
邊
に
在
る
か
を
窺
、
諭
に
足
る
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
。
又
附
録
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
精
巧
な
爲
眞
版

二
十
六
葉
、
歴
代
表
、
王
室
世
系
表
、
年
代
表
及
び
鑛
域
圖
は
藤

田
亮
策
、
中
村
榮
孝
二
氏
の
努
力
に
よ
る
所
大
と
聞
く
が
、
こ
れ

亦
本
文
同
様
或
鮎
に
て
は
よ
り
以
上
に
學
徒
を
利
す
る
所
大
な
る

も
の
有
り
、
朝
鮮
文
化
の
一
斑
、
朝
鮮
史
の
大
勢
を
知
る
に
は
甚

だ
便
利
な
も
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
燈
値
は
此
の
附
録
有
る
に
よ

っ
て
扁
暦
高
め
ら
れ
る
も
の
と
思
ふ
。
翼
翼
に
朝
鮮
史
研
究
入
門

の
一
と
し
て
此
の
良
著
を
著
は
さ
れ
た
著
者
と
、
そ
の
成
書
に
多

大
の
援
助
を
與
へ
ら
れ
た
藤
田
中
村
二
氏
の
勢
を
謝
し
、
叉
本
書

の
鵬
版
を
援
助
さ
れ
た
魯
庵
記
念
財
團
の
暴
を
多
と
す
る
次
第
で

あ
る
。
（
菊
版
本
丈
百
五
頁
、
岡
津
二
十
六
葉
，
附
録
三
十
五
頁
、

　
　
　
　
　
　
錨
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
二

貴
酬
剛
八
葉
、
昭
…
稗
六
年
十
周
」
財
照
幽
法
入
鵡
掛
地
潰
記
A
日
嗣
闘
馴
嚢
行
、
山
尽

城
大
阪
屋
號
書
店
糞
嚢
。
定
償
武
圓
蓼
拾
銭
）

醗
雑
孜
第
丁
二
・
三
・
四
輯

鮎
貝
房
之
進
著

　
近
來
朝
鮮
に
蘭
す
る
研
究
愈
進
み
，
諸
種
の
著
述
の
上
梓
さ
れ

る
の
は
學
界
の
爲
甚
だ
慶
賀
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
藪
に

又
鮎
貝
氏
の
勢
著
を
獲
る
に
至
っ
て
吾
人
は
更
に
其
喜
を
限
り
な

く
深
く
す
る
の
で
あ
．
る
。
本
書
は
多
年
朝
鮮
統
治
の
上
に
盤
痒
さ

れ
た
る
著
者
が
、
官
を
退
い
て
よ
り
欝
か
に
思
念
を
研
究
に
専
ら

に
せ
ら
れ
て
出
機
た
も
の
と
聞
い
て
居
る
。
題
し
て
難
孜
と
い
ふ

は
著
者
の
個
々
の
研
究
の
興
る
ま
・
に
上
梓
さ
れ
る
假
の
名
構
で

あ
り
、
や
が
て
は
朝
鮮
言
語
撃
研
究
上
の
総
播
的
題
名
を
附
せ
ら
、

れ
る
遠
大
な
る
機
構
理
想
に
本
く
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

吾
人
は
著
者
の
筆
硯
愈
盛
ん
に
し
て
よ
く
其
、
の
研
究
を
集
大
戚
さ

れ
朝
鮮
史
叉
朝
鮮
丈
化
史
研
究
の
上
に
絶
大
の
貢
献
を
致
さ
れ
ん

事
を
所
っ
て
丘
ま
ぬ
吹
第
で
あ
る
。
今
日
迄
既
刊
の
四
辺
に
鋤
し

て
藪
に
詳
し
く
紹
介
す
る
錬
裕
を
有
せ
ぬ
の
は
著
者
に
即
し
て
甚

だ
禮
を
失
す
る
と
思
ふ
が
、
左
に
其
の
内
容
目
次
を
記
し
て
紹
介

（1・猛）



に
か
へ
る
事
と
し
著
者
の
寛
恕
を
仰
ぎ
度
次
第
で
あ
る
。

　
難
点
福
川
輯
は
「
新
羅
王
位
號
並
に
追
封
王
號
に
就
き
て
」
の
論

述
五
項
を
牧
録
し
て
あ
る
。
師
ち
一
，
居
世
干
、
居
西
干
、
居
麸

干
。
二
、
次
々
雄
、
慈
充
。
一
『
轡
師
今
、
尼
叱
今
、
媒
鈴
。
三

庶
立
干
。
四
、
秘
文
王
の
五
項
で
あ
る
。
何
れ
も
古
朝
鮮
史
上
諸

家
の
間
に
問
題
と
な
り
論
議
さ
れ
た
王
號
名
樗
で
あ
っ
て
、
薯
者

は
こ
れ
等
に
精
緻
な
朝
鮮
言
語
墨
的
考
護
と
穏
健
な
玉
案
と
を
以

て
属
望
の
諸
説
の
上
に
一
歩
薦
ん
だ
研
究
を
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
古
朝
鮮
史
研
究
家
の
是
典
一
讃
さ
る
べ
き
も
の
と
思
惟
す
，

る
の
で
あ
る
。

　
維
孜
第
二
輯
（
土
・
下
）
は
「
日
本
の
韓
，
新
羅
、
任
那
、
百
濟
、

高
麗
、
漢
、
秦
等
の
古
訓
に
就
き
て
」
の
考
説
を
九
項
に
分
っ
て

述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
記
・
紀
以
下
の
日
本
古
文
．

献
よ
り
撰
び
出
さ
れ
た
語
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
文
献
を
併
せ
考
へ

て
な
さ
れ
た
研
究
で
あ
っ
て
、
一
、
韓
（
カ
ラ
）
、
二
，
新
羅
（
シ
ラ

キ
）
三
、
任
那
（
ミ
マ
ナ
）
、
四
、
百
濟
（
ク
タ
ラ
）
、
五
、
高
麗
（
コ
マ
）
、

六
、
漢
（
ア
ヤ
、
ア
ナ
）
、
七
，
呉
（
ク
レ
）
、
八
、
秦
（
ハ
タ
）
、
太
秦
（
ウ

ッ
マ
サ
）
附
己
智
、
物
集
。
九
、
勝
、
使
韮
、
村
主
、
評
の
九
項
が

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

そ
の
内
容
目
吹
で
あ
る
。

　
雑
誌
第
三
輯
嫉
、
俗
字
孜
」
で
俗
字
一
；
楽
匠
字
、
俗
音
字
の
三
項

に
關
し
て
述
べ
ら
れ
た
牟
紙
版
百
七
十
二
枚
の
長
篇
で
あ
る
。
俗

宇
は
漢
宇
に
倣
っ
て
造
ら
れ
た
朝
鮮
の
字
で
あ
り
、
俗
二
字
は
漢

字
義
を
量
り
訓
じ
た
も
の
、
或
は
漢
学
義
よ
り
一
二
し
て
他
の
義

に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俗
音
字
は
字
典
に
掲
げ
あ
る
正
俗

の
俗
で
な
く
、
字
典
に
掲
げ
て
な
い
蓮
俗
流
字
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

第
一
種
は
二
十
・
五
劃
百
【
五
－
↑
餓
出
予
、
焼
弟
｝
瓢
裡
は
三
十
六
出
子
、
第
＝
一

種
は
二
士
二
字
の
豆
撒
の
字
に
就
い
て
夫
々
精
密
な
言
語
學
的
研

究
を
な
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
輯
は
主
と
し
て
言
語
文
宇
に
駕
す
る
研
究
で
あ
る
の

に
反
し
て
次
の

　
難
孜
第
四
輯
は
「
花
実
孜
」
で
、
新
羅
花
郎
の
傳
記
、
剃
始
、
名

稔
、
組
織
、
命
懸
期
聞
、
郎
徒
と
の
關
係
、
柵
置
の
阿
的
、
花
郎

謡
講
，
哀
退
の
原
閃
及
び
歴
朝
に
於
け
る
花
穂
の
攣
遷
沿
革
の
十

項
に
亙
っ
て
比
べ
ら
れ
た
歴
史
的
就
會
史
的
研
究
と
辮
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
蓋
し
花
郎
の
制
は
朝
鮮
に
於
て
特
に
新
羅
に
於
て
は

國
蓮
の
進
展
の
上
に
、
又
延
い
て
は
鮭
鱒
風
俗
の
上
に
實
に
重
大

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
二
號
　
　
三
〇
三

（1蓬5）



　
　
　
　
　
紹
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關
係
有
る
、
特
殊
な
意
義
を
有
つ
謝
度
で
あ
る
事
は
周
知
の
事
で

あ
っ
て
、
古
く
よ
り
注
意
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
纏
っ
た
研
究
と

し
て
は
余
り
多
く
出
る
も
の
な
か
っ
た
時
、
此
に
本
書
を
得
た
事

は
實
に
得
難
き
牧
獲
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く

仔
細
に
み
る
時
、
著
者
の
考
設
の
片
々
に
は
直
に
首
肯
し
か
ね
る

所
も
有
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
欺
墨
流
徒
の
稗
盆
せ

ら
れ
る
所
単
な
る
を
壁
え
、
此
に
謹
ん
で
著
者
の
勢
に
満
腔
の
感

謝
を
捧
ぴ
る
次
第
で
あ
る
。
（
京
城
、
合
名
會
肚
黒
星
出
版
部
饗
行

孚
紙
工
和
綴
本
。
第
一
輯
六
ナ
四
枚
、
定
贋
判
圓
八
拾
銭
。
第
二

輯
上
九
十
枚
、
定
償
試
圓
、
下
六
十
九
枚
，
定
便
壁
圓
五
拾
銭
。
・

籠
狐
二
字
百
七
十
・
二
枚
、
定
儒
慣
六
圓
五
拾
鱒
酬
Q
箪
四
四
輯
八
十
九
枚
、

定
償
試
圓
）

　
　
　
⑭
毛
文
龍
と
朝
鮮
と
の
關
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
川
　
孝
三
著

　
本
書
は
京
城
帝
大
敏
授
今
西
博
士
の
青
邸
葉
叢
寸
功
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
田
川
氏
は
昨
年
三
月
京
城
大
學

を
卒
業
さ
れ
虎
新
進
の
朝
鮮
史
興
近
家
で
あ
る
。
氏
が
其
の
卒
業

　
　
　
　
　
　
纂
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
四

に
際
し
て
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文
は
京
城
大
峰
に
於
て
最
も
優
秀

な
も
の
と
聞
い
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
今
や
氏
の
恩
師
で

あ
る
と
共
に
亦
暦
人
の
恩
師
の
一
人
で
あ
る
今
西
博
士
の
援
助
に

よ
り
、
一
書
と
な
り
て
世
に
畠
で
，
吾
人
亦
今
西
博
士
並
に
著
者

の
厚
意
に
よ
り
一
部
を
廿
里
に
備
ふ
る
に
至
っ
た
事
は
實
に
羅
大

の
漱
喜
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
蓋
し
明
暢
に
於
る
清
朝
の
出
現
は
東
洋
近
世
史
上
に
於
て
非
常

な
意
義
あ
る
も
の
な
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
事
で
あ
る
が
、
殊
に

其
の
勃
興
當
初
に
挙
る
史
的
七
半
の
猜
り
明
に
織
し
て
の
み
な
ら

す
、
朝
鮮
に
も
碕
興
す
る
早
大
に
し
て
、
明
清
鮮
の
三
國
報
関
の

華
々
し
い
時
代
が
存
し
た
事
は
、
苔
人
満
洲
墨
徒
に
と
り
て
特
殊

の
興
味
を
呼
び
起
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
明
末
清
初
の
史
的

研
究
に
は
明
溝
爾
圃
の
史
料
の
外
に
朝
鮮
の
史
料
が
不
可
鋏
の
も

の
で
あ
り
、
蕾
に
爾
國
史
料
の
不
足
を
補
ふ
の
み
な
ら
す
、
幾
多

問
題
解
決
の
關
鍵
を
握
れ
る
事
は
吾
入
の
信
じ
て
疑
は
ぬ
所
で
あ

る
に
、
今
や
右
の
詮
問
を
實
示
し
て
田
川
氏
が
貴
重
な
る
朝
鮮
の

史
料
を
渉
猟
讃
偉
し
、
叉
明
溝
の
史
料
を
採
牧
し
て
、
僅
々
一
年

の
勢
作
と
し
て
此
名
論
文
を
物
さ
れ
た
事
は
實
に
敬
服
の
至
り
で

（　i‘2G）



あ
り
、
衷
心
そ
の
勢
を
謝
…
す
る
次
第
で
あ
ろ
。

　
さ
て
氏
の
論
文
は
六
章
＋
四
笛
に
分
た
れ
、
第
一
章
は
序
論
の

意
味
に
於
い
て
虎
海
嶺
に
於
る
朝
鮮
と
明
清
と
の
欝
欝
を
論
じ

て
、
特
に
光
海
鱈
の
密
旨
事
件
に
戴
き
解
剖
の
メ
ス
を
下
し
、
第
二

章
に
は
単
文
龍
の
朝
鮮
畠
來
と
光
海
君
と
の
關
係
、
第
三
章
に
は

難
文
龍
の
東
江
開
鎭
と
清
朝
に
謝
す
る
牽
柵
、
第
四
章
に
は
仁
祀

朝
に
驕
る
置
文
龍
と
の
關
係
、
第
五
章
に
は
丁
卯
の
胤
と
艶
文
龍

と
の
実
以
、
第
六
章
に
は
毛
画
龍
の
死
と
其
後
の
形
勢
と
を
論
じ

て
あ
る
。
蓋
し
李
朝
宣
組
よ
り
光
海
際
、
皆
皆
に
至
る
三
代
の
問
は

著
者
の
序
に
設
か
れ
た
如
く
、
李
朝
五
百
年
間
に
於
て
朱
麿
有
の

外
篇
に
遭
ひ
、
蝉
脱
克
服
に
非
常
な
困
苦
を
嘗
め
た
時
で
あ
っ
た
。

殊
に
筆
海
君
、
仁
組
二
代
の
極
帯
鋤
清
の
問
題
は
朝
鮮
民
族
の
嚢

外
關
係
史
上
重
大
な
意
味
有
る
と
共
に
勃
興
途
上
の
清
朝
に
と
っ

て
も
亦
重
大
な
意
味
有
る
時
で
あ
っ
た
。
新
興
の
意
氣
に
燃
ゆ
る

清
朝
の
前
に
老
衰
の
明
の
蓬
命
は
累
卵
の
危
さ
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
際
明
を
宗
主
國
と
す
る
朝
鮮
は
現
實
の
國
家
生
存
継
確
立
の
立

場
よ
り
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
る
が
適
當
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ

は
明
清
二
國
の
勢
力
が
自
ら
決
定
す
る
間
題
で
あ
っ
た
。
此
に
於

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

て
朝
鮮
が
二
國
の
間
に
介
在
し
て
長
も
微
妙
な
立
揚
に
置
か
れ
る

事
に
な
っ
た
の
は
自
然
の
成
行
で
あ
っ
て
、
逢
に
傳
統
を
棄
て
て

彼
は
現
實
の
勢
力
に
屈
服
す
る
の
鯨
儀
な
き
に
至
っ
た
。
こ
れ
光

男
君
が
満
廷
の
反
封
を
押
切
っ
て
親
清
の
態
度
に
出
た
所
以
で
あ

り
、
や
が
て
こ
れ
が
朝
鮮
を
救
ふ
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
此
時
毛
文
墨
な
る
怪
傑
が
突
如
現
は
れ
て
三
國
間
の
驕
係

を
錯
難
に
し
、
朝
鮮
の
二
言
間
に
於
る
位
地
を
盆
々
困
難
な
ら
し

め
、
や
が
て
は
光
海
書
の
意
圖
に
反
し
て
朝
鮮
に
と
り
て
忌
む
べ

彦
結
果
を
促
進
す
る
の
結
果
を
招
黒
し
、
又
明
に
黒
し
て
は
其
の

鋤
清
策
を
困
餓
に
陥
し
入
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
實
に
毛
文

龍
の
患
現
は
U
時
三
無
間
の
關
係
史
上
に
於
て
正
に
關
鍵
的
な
も

の
で
あ
り
、
殊
に
朝
鮮
の
立
場
を
見
極
め
る
上
に
於
て
看
過
し
得

な
い
立
役
者
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
寄
文
龍
の
研
究
は

此
の
錯
雑
し
た
三
國
の
關
係
を
解
領
す
る
鍵
で
あ
り
、
朝
鮮
の
位

地
を
見
定
む
べ
き
重
要
な
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
田
川
氏
の
本
研
究
あ
る
所
以
で
あ
り
、
・
而
し
て
氏
の
力
作
は

よ
く
明
快
に
こ
れ
ガ
解
決
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
恐
ら

く
氏
は
今
後
と
も
繭
篭
史
の
研
究
に
鵬
翼
を
紳
ば
さ
れ
る
事
と
期

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
ご
號
　
　
三
〇
五

（　lii7　）



　
　
　
　
　
細
　
　
　
、
　
介

鎖
す
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
明
實
録
、
或
は
「
毛
大
特
報
海
上
情

形
」
等
に
よ
っ
て
檜
補
さ
れ
て
、
こ
の
研
究
を
し
て
補
翼
完
整
な

毛
の
と
さ
れ
、
以
て
將
來
の
大
成
を
企
圖
さ
れ
ん
纂
を
新
る
の
は

至
り
吾
人
の
希
望
の
み
で
な
く
、
學
界
の
均
し
く
待
望
す
る
所
と

確
信
す
る
の
で
あ
る
。
此
に
重
ね
て
氏
の
勢
を
謝
し
、
叉
こ
れ
が

指
導
に
當
ら
れ
且
出
版
の
勢
を
と
ら
れ
た
今
酉
博
士
の
厚
意
を
謝

し
て
、
本
篇
紹
介
の
結
び
と
す
る
次
第
で
あ
る
Q
（
菊
版
画
六
十
↓

頁
、
京
城
大
桑
今
西
薄
士
刊
行
。
京
城
、
合
名
會
鮭
近
澤
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刷
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限
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の
著
書
は
、
個
々
の
事
實
の
無
熱
讃
的
総
括
で
餓
り
多
く
の
誤

謬
と
誤
解
を
有
っ
て
み
て
纏
濟
史
と
は
讃
し
難
い
。
熊
大
内
容

豊
冨
且
整
然
た
る
、
然
し
全
く
片
面
的
に
猫
断
的
マ
ル
ク
ス
主

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
一
．
一
號
　
　
三
〇
六

　
義
的
に
．
騰
束
せ
ら
れ
て
る
る
滅
・
鋭
ノ
く
幽
黛
。
α
Q
皿
の
著
釜
亨

　
9
引
戸
§
瓢
O
誘
⇔
翻
野
餉
魯
Ω
“
ぎ
霧
は
機
行
中
で
あ
る

と
著
者
が
習
頭
に
言
っ
て
み
る
に
徴
し
て
も
此
論
文
が
如
何
な
る

抱
負
と
企
圏
と
自
信
の
下
に
爲
さ
れ
た
か
を
知
り
得
る
の
で
あ
る

穿
ち
此
は
唯
に
王
葬
王
安
石
に
依
る
二
大
経
濟
憂
革
を
中
心
に
支

那
上
中
代
に
於
け
る
主
な
る
経
濟
政
策
即
魏
李
樫
の
叢
地
力
、
前

漢
武
帝
の
探
り
た
る
均
輪
李
誰
及
購
鐵
酒
の
專
賞
制
度
並
に
其
に

画
す
る
重
量
論
の
批
難
、
唐
劉
曇
の
貼
扇
盤
等
の
掴
々
の
制
度
、

蓮
用
の
實
献
を
詳
説
し
た
る
に
血
ら
す
更
に
深
く
諸
経
濟
政
策
の

聞
に
存
す
る
歴
史
的
閣
係
、
一
貫
す
る
醗
會
政
治
的
患
想
の
有
無

の
検
討
を
試
み
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
近
來
支
那
経
回
史
の
研
究

が
唯
物
論
的
に
偏
し
三
一
を
一
一
せ
ん
と
す
る
弊
あ
る
時
に
當
り

如
此
確
實
豊
富
な
る
史
料
に
基
き
て
立
論
せ
ら
れ
た
る
論
文
が
畿

表
せ
ら
れ
た
事
は
極
め
て
有
意
義
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
翁
諸
経

濟
政
策
を
総
括
し
て
次
の
如
き
結
論
が
與
へ
ら
れ
て
る
る
。
支
那

学
、
中
点
に
於
け
る
國
家
鮭
會
浦
郷
…
濟
政
策
は
何
れ
も
農
民
の
困

窮
緩
和
と
國
庫
充
實
に
嘉
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
李
埋
の
法
を
除

く
外
は
殆
総
て
後
者
な
る
國
罐
の
充
實
を
重
観
し
え
も
の
で
、
外

（14S）


